
 

令和４年度がいよいよスタートしました。今

年度は杉三小創立１３０周年という節目の年

です。 

私自身、校長としての初めての１年をこの杉

三小で過ごさせていただき、多くの方々と一緒

に仕事をする中で、わくわくする場面をたくさ

んいただきました。１３０周年を迎える今年度

は、子どもたち、教職員、保護者の皆様、地域

の皆様、関係諸機関の皆様と共に、さらなる「わ

くわく」を求めて、様々な新たなチャレンジを

計画しています。その概要をこの紙面をお借り

して、お伝えさせていただきます。 

 

（１）学校教育目標を新しくしよう 

 学校創立１３０周年であり、杉並区の教育ビ

ジョン２０２２が新しく出されたこのタイミ

ングに、学校教育目標を見直してみようという

機運が高まりました。ただ言葉を変えるという

だけではなく、杉三小に関わる多くの方々に杉

三小の教育について、一緒に考えていただく機

会にしたいと考えています。新たな 教育目標

作成に向けてアンケートを取ったり、児童やＰ

ＴＡ、学校運営協議会（ＣＳ）等の皆さんと座

談会のようなものを開いたりして、一年間をか

けてみんなのものになる学校教育目標を作成

できるといいなと思っています。 

 

（２）異学年プロジェクト型学習（ＰＢＬ） 

 昨年度の校内研究では、児童主体の学習スタ

イルを授業に取り入れようと追究してまいり

ました。今年度はそれを発展させて、生活科や

総合的な学習の時間を活用して、杉三小の強み

でもある異学年集団を活用したプロジェクト

型の学習に取り組みます。プロジェクト型とは、

何か大きなテーマを設定し、その解決のために

異年齢集団の子どもたちが知恵を絞り、大人と

の相談を重ね、その解決に向けて活動するもの

をイメージしています。課題の解決に向けての 

 

取組そのものに大きな学習の価値があると考

え取り組んでまいります。 

 

（３）長期宿泊型移動教室多様化 

プロジェクト（民泊） 

 ６年生の移動教室を今までの弓ヶ浜学園か

ら民間の宿舎に代え、小グループごとに分かれ

て生活をします。この取組の大きな特徴は、４

日間のスケジュールを子どもたちと教員で相

談しながら決めていくことです。現地で何がで

きるか、何をしたいかの情報を集め、みんなで

相談しながら決めていきます。与えられたもの

でなく、自分たちで創る移動教室をコンセプト

に取り組んでいきます。うまくいかないことも

含めてすべてを価値のある経験にするよう、み

んなで知恵を絞って協力していきます。 

 

（４）サタデースクール 

 学校支援本部の方々と協力して、土曜授業の

ない土曜日に「親子で参加できる〇〇教室」を

イメージしています。いつからスタートできる

か、どれくらいの規模や頻度で実施できるか等、

未定の部分も多いのですが、何か楽しい時間に

なるといいなという思いで、まずはスタートし

たいと計画しています。地域の皆さんの特技を

生かした体験教室が１つでもできれば嬉しい

です。ぜひ、こんな教室を開きたいというご希

望があれば、学校までご連絡ください。 

  

 この４つの新しい取組を中心に、杉三小の子

どもたち、杉三小に関わる大人の皆さんが、少

しでもわくわくする学校にしていきたいと考

えています。 

 子どもたちの笑顔があふれ、それを見守るみ

なさんの微笑みがたくさん見られる、そんな

「みんなのしあわせを創る杉三小の教育」に向

けて、今年度も引き続き学校教育へのご理解・

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

１３０周年の新たなスタート！ 校長  森賀 慎一 
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★今年度は「創立１３０周年」です 

 


